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(57)【要約】
【課題】現実の内視鏡下外科手術の条件に則したトレー
ニングをすることができる、コンパクトな内視鏡下外科
手術トレーニング器具を提供すること。
【解決手段】トレーニング用試料を載置する試料台を備
えたボードと、前記ボードに装着される手術器具を挿入
するための挿入口を設けた２枚一組のプレートと、カメ
ラを取り付けるためのカメラ設置部あるいは設置台とに
より構成し、前記ボード及びプレートには、ボード上を
プレートが可動可能となる装着部を各々に設け、該プレ
ートがボード上の所望の位置に、また、ボードに対する
所望の角度に設定可能なものとして構成する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板状部材にトレーニング用試料を載置する試料台を備えたボードと、
　前記ボードに装着される、２枚に分離された板状部材に、各々外科手術器具を挿入する
ための挿入口を設けた一組のプレートと、
　前記試料を撮影可能な位置に設ける、カメラを取り付けるためのカメラ設置部あるいは
設置台を備え、
　前記ボード及びプレートには、ボード上をプレートが可動可能な装着部を設け、該ボー
ドにプレートを装着するさい、前記装着部の所望の位置に設定することができることを特
徴とする内視鏡下外科手術トレーニング器具。
【請求項２】
　前記ボードに備える装着部はボードの一辺の辺縁に、一方、プレートに備える装着部は
プレートの下部に設けられ、該プレートの装着部がボードの装着部に沿ってスライド可能
で、かつ、プレートが装着部を軸として回動可能に可動され、また、所望の位置、角度で
固定される請求項１の内視鏡下外科手術トレーニング器具。　
【請求項３】
　前記ボードの一辺の辺縁に設ける装着部、あるいは、プレートの下部に設ける装着部の
いずれか一方は、辺縁あるいは下部に沿って設けられる横長直線状の溝または孔を備え、
他方は、前記溝または孔に係合しスライド、及び、回動可能な可動手段と可動を係止する
固定手段を備える請求項1乃至２の内視鏡下外科手術トレーニング器具。
【請求項４】
　前記装着部の可動手段と固定手段は、ネジ部を備え、該ネジ部の軸が前記溝または孔に
係合して可動し、ネジの締め付けにより可動及び固定が調整される請求項３の内視鏡下外
科手術トレーニング器具。
【請求項５】
　前記ボードとプレート及びカメラ設置部あるいは設置台は、着脱可能な請求項１乃至４
いずれかの内視鏡下外科手術トレーニング器具。
【請求項６】
　前記プレートの下部に設ける装着部は、プレート本体と任意の角度に折り曲げ可能でか
つ固定可能に装着された板状部材で形成される請求項１乃至５いずれかの内視鏡下外科手
術トレーニング器具。
【請求項７】
　前記プレート本体と装着部の折り曲げ可能でかつ固定可能な装着は、プレート本体と装
着部をトルクヒンジにより接続した請求項６の内視鏡下外科手術トレーニング器具。
【請求項８】
　前記ボードの試料台は、コルクボードにより形成する請求項１乃至７いずれかの内視鏡
下外科手術トレーニング器具。
【請求項９】
　前記プレートの外科手術器具の挿入口は、該挿入口周辺を、弾性を有する可撓性樹脂に
より形成してなる請求項１乃至８いずれかの内視鏡下外科手術トレーニング器具。
【請求項１０】
　前記カメラ設置部あるいは設置台は、２枚のプレートの間に設置される請求項１乃至９
いずれかの内視鏡下外科手術トレーニング器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラ画像を見ながらおこなわれる内視鏡下外科手術の縫合等の手技をシュ
ミレーションするための内視鏡下外科手術トレーニング器具に関する。
【背景技術】
【０００２】



(3) JP 2009-63787 A 2009.3.26

10

20

30

40

50

　近年では、低侵襲性や術後回復の短縮が標榜され内視鏡下外科手術が一般的に施術され
ているが、開腹手術などと違いカメラ画像の限定的な視界の下で、また、特殊な長い器具
を用いての手術となるため、手技の難易度が高く、技術の習得には経験が必要となるため
、手技をトレーニングする器具が必要とされてきた。
【０００３】
　従来、このトレーニング器具としては、カメラ取り付け部を備えた撮影用の窓と、器具
前面（操作側）の同一面に、手術用器具を挿入するための少なくとも２つの器具挿入口（
右手操作用と左手操作用）とを備えたボックス型の器具が販売されており、この器具によ
ると、カメラ撮影用の窓付近の取り付け部にカメラを設置し、ボックス内部の所定の位置
にトレーニング用の試料（例えば指サック）を配置して、前記手術器具挿入口から挿入し
た鉗子等手術器具で、前記カメラ画像を見ながら縫合などの手技をトレーニングすること
ができる。
　また、カメラを使用せず、代わりに２枚のミラーを用いた装置として、仮想された解剖
学的組織体を支持する基板と、仮想組織体への被訓練者の直接の視界を遮断する前記２つ
の手術器具挿入口を備えた遮蔽板と、仮想された組織体の映像を、遮蔽体を超えて反射さ
せ被訓練者に見せる反射アセンブリー（前記２枚のミラー）より基本構成され、被訓練者
が該ミラーを見ながら、２つの手術器具挿入口から器具を挿入して同様なトレーニングを
する外科用訓練器具も提案されている。（特許文献１）
【特許文献１】特表２０００－５１２０２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、前記従来の器具では、手術器具の２つの挿入口（右手操作用と左手操作用）が
器具の同一プレート内の決められた位置に設定されており、トレーニングは、常に同様な
条件の下で行うことになる。一方、現実の手術においては、手術器具を挿入する切開孔（
トロカールを装着する位置）を常に等間隔に置くとは限らず、条件により様々な位置に設
定されることが考えられるため、前記従来の器具では、必ずしも実際の手術に則した様々
な状況でのトレーニングがでるとは限らないといった問題がある。
　また、特に、ボックスタイプの器具では装置が大きく、また、高価なものとなってしま
っているといった問題があり、ミラーを用いた器具では、現実のカメラ画像での手術と異
なるため、術中の視線の位置（方向や角度）や画像の見え方など忠実に反映されない懸念
がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、手術器具の２つの挿入口を様々な位置に設定することで、実際の内
視鏡下外科手術に、より則したトレーニングをすることができる、コンパクトな内視鏡下
外科手術トレーニング器具を提供することを課題とした。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の内視鏡下外科手術トレーニング器具は、板状部材にトレーニング用試料を載置
する試料台を備えたボードと、前記ボードに装着される、２枚に分離された板状部材に、
各々外科手術器具を挿入するための挿入口を設けた一組のプレートと、前記試料を撮影可
能な位置に設ける、カメラを取り付けるためのカメラ設置部あるいは設置台と、を備えて
構成し、前記ボード及びプレートには、ボード上をプレートが可動可能となる装着部を各
々に設け、該ボードにプレートを装着するさい、前記装着部の所望の位置に設定すること
ができるように形成した。
【０００７】
　前記機能を有する装着部の具体的な手段として、前記ボードに備える装着部はボードの
一辺の辺縁に、一方、プレートに備える装着部はプレートの下部に設け、該プレートの装
着部がボードの装着部に沿ってスライド可能で、かつ、プレートが装着部を軸として回動
可能に可動され、また、所望の位置、角度で固定されるように形成した。
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　更に具体的には、前記ボードの一辺の辺縁に設ける装着部、あるいは、プレートの下部
に設ける装着部のいずれか一方は、辺縁あるいは下部に沿って設けられる横長直線状の溝
または孔として形成し、他方は、前記溝または孔に係合しスライド、及び、回動可能な可
動手段と該可動を係止する固定手段を備えて構成した。
　そして、前記装着部の可動手段と固定手段の具体例としては、ネジ部を備えて構成し、
該ネジ部の軸が前記溝または孔に係合して可動し、締め付けにより可動及び固定が調整さ
れるものとして構成した。
【０００８】
　また、前記ボードとプレートは、着脱可能であることが好ましい。
【０００９】
　更に、前記プレートの下部に設ける装着部は、プレート本体と任意の角度に折り曲げ可
能で、かつ固定可能に装着された板状部材として形成され、具体的には、プレート本体と
装着部をトルクヒンジにより接続して構成した。
【００１０】
　また、各部は次の構成とすることが好ましい。
・前記ボードの試料台は、コルクボードにより形成する。
・前記プレートの外科手術器具の挿入口は、該挿入口周辺を、弾性を有する可撓性樹脂に
より形成する。
・前記カメラ設置部あるいは設置台は、２枚のプレートの間に設置する。
【００１１】
（作用）
　本手段によると、内視鏡下外科手術のトレーニングのさい、右手操作用の手術器具の挿
入口を備えるプレートと左手操作用の手術器具の挿入口を備えるプレートが分離しており
、また、各々のプレートがボードと各々の装着部により、次のようにボード上の所望の位
置に自在に設定できることにより、以下のような作用を奏する。
　先ず、ボードあるいはプレートのいずれか一方の装着部を横長直線状の溝または孔とし
て形成し、他方を該溝または孔に係合するネジ等を備えて形成することにより、ボード上
をプレートがスライドして可動可能で、また、係止固定可能となり、スライドにより前記
２枚のプレートの間隔を自在に設定することができる。例えば、試料との距離間も自在に
設定することができ、一方が試料に近く、一方が遠いなどの設定も可能となる。
　また、ボードとプレートに備える装着部を前記のような構成としていることにより、ス
ライド可動の他に、ボードに対してプレートを自在に回動、及び係止固定可能とすること
ができ、回動により試料に対する手術器具のアプローチ角度を自在に設定することができ
る。例えば、２つのプレートを直線状に位置させることも、術者から見て逆ハの字状に位
置させることもできる。
　更に、プレートの装着部をプレート本体と別の板状部材として、トルクヒンジ等により
任意の角度に折り曲げ可能でかつ固定可能としたことにより、プレートのボードに対する
深さ方向への傾斜角度も自在に設定することができる。例えば、資料を近位に設定し傾斜
を深く設定したり、遠位に設定して傾斜を浅く設定したりすることもできる。
　以上のように、２枚のプレートをボードの自在な位置に設定することで、所望のトレー
ニング条件を設定することができる。
　尚、内視鏡下外科手術においては、右手及び左手により操作する２本の器具（鉗子等）
は、９０度の角度を保って操作することが理想とれていることから、現実の手術において
もこの角度を保持することが理想となるが、本器具によると、想定される切開孔位置の様
々な状況において、この条件を保持するトレーニングをすることができる。
【００１２】
　また、前記のプレート装着部がプレート本体と自在に折り曲げ可能であることで非使用
時には折りたたんだ状態にしておくことができ、また、ボードとプレート及びカメラ設置
部あるいは設置台が着脱自在なことにより、特に、非使用時にはコンパクトに収納してお
くことができ、また携帯も容易となる。
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【００１３】
　更には、次のような作用も期待できる。
・試料台をコルクボードなどの柔軟性のあるものとすると、試料（指サックなどゴム部材
等）をピンなどにより容易にボード上に固定しておくことができる。
・プレートの外科手術器具の挿入口周辺を、弾性を有する可撓性樹脂により形成すると、
該挿入口にトロカールを挿着したさいトロカールの固定と、ある程度の遊動が確保でき、
また、該トロカールから挿入して操作する鉗子等の手術器具の使用感も実際の手術に近い
感触とすることができる。
・カメラ設置部あるいは設置台を、２枚のプレートの間に設置すると右手用と左手用の中
間での画像が提供されるため、模擬手術部位の様子（鉗子等の先端部の様子）が最も良好
に確認することができ、また、設置部あるいは設置台により模擬手術部位の直接の視野を
遮蔽することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の内視鏡下外科手術トレーニング器具によると、前記手段、作用に記載されたよ
うに、手術器具を挿入する右手用、左手用の２つのプレートを所望の位置に自在に設定で
きることにより、実際の内視鏡下外科手術に、より則した様々な条件下でのトレーニング
をすることができる。
　また、分解したり、折りたたんだりすることにより、未使用時はコンパクトな状態にし
ておくことができ、また、携帯容易のため、カメラをパソコンや他のモニターに設置可能
なもの（例えば、Ｗｅｂカメラ）とすると、パソコンやモニターのある場所であれば、所
望の場所に移動してのトレーニングが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の内視鏡下外科手術トレーニング器具（以下、トレーニング器具）の一例
につき図面を参照しながら詳細に説明する。
　図１は、本実施の形態のトレーニング器具の全体構成図、図２は、本トレーニング器具
のボード１とプレート２の装着部の拡大図、図３は、本器具のプレートの上下方向への可
動状態を説明する側面図を示している。
　本例のトレーニング器具は、トレーニングのための擬似試料（例えば、ゴム製指サック
）をピンなどで留め置くためのコルクボード１２を備え、後記するプレート２やカメラ台
３を装着するベース台となる板状部材で形成されるボード１と、右手操作用と左手操作用
の２枚一組の板状部材に、各々手術器具を挿入するトロカール５の挿入口２１１を備え、
各々が前記ボード１のボード側装着部１３にプレート側装着部２２により別々に可動可能
に設置されるプレート２と、カメラの取り付け部を備え、前記ボード１上に配置されるカ
メラ台３より基本構成される。
【００１６】
　次に各部に付き詳細に説明する。
　ボード１は、ボード本体１１と、該ボード本体１１表面に配置されるコルクボード１２
より構成され、ボード本体１１は、樹脂あるいは金属製の板状部材により形成され、大き
さは、使用勝手や携帯性等を考慮して横幅２００ｍｍ～４００ｍｍ、縦幅１５０ｍｍ～３
００ｍｍ（本例では、横幅３００ｍｍ、縦幅２１０ｍｍ）程度が好ましく、その一辺の辺
縁に後記するプレート２を装着するためのボード側装着部１３として、該ボードを貫通す
る２つの横長直線状のスライド孔１３（本例においての孔の長さ、各１００ｍｍ）を設け
て構成される。
　コルクボード１２は、模擬手術用の試料を自在な位置に設定可能なように、ボード本体
１１表面の広い範囲（本例においては、横２５０ｍｍ、縦１５０ｍｍの長方形の範囲）に
設置するのが好ましく、本例においては、設置範囲に凹部を設け、該凹部にコルクボード
を嵌め込んで形成している。コルクボード１２を設置することにより、前記試料をピンな
どにより容易にボードに留止することができる。尚、本例はコルクボードを利用している
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が試料を容易に留止固定しておくことができるものであれば、公知のどの様なものを使用
しても良い。
【００１７】
　本例のプレート２は、右手操作用及び左手操作用の２つ一組で構成され、各々、プレー
ト本体２０、前記ボード１との装着部となるプレート側装着部（以下、装着プレート）２
２、該プレート本体２０及び装着プレート２２を接続するトルクヒンジ２４とにより基本
構成され、プレート本体２０は、樹脂により形成される板状部材で、大きさは、使用勝手
や携帯性を考慮して、幅４０ｍｍ～１５０ｍｍ、高さ１００ｍｍ～２２０ｍｍ（本例では
、幅７０ｍｍ、高さ１９０ｍｍ）程度が好ましく、プレート表面には、鉗子などの手術器
具を挿入するためのトロカール５を挿着するトロカール挿入口２１１を備えた、弾性を有
する可撓性樹脂（本例においては、シリコーン樹脂）より形成される弾性ポート２１を設
けて構成する。この弾性ポート２１を設けることにより、トレーニングのさい、実際の手
術での人体の皮膚に近い感触が得られる。尚、本例においては、トロカール５を器具に付
属させているが、汎用のトラカールの外径を考慮して設計されているため、別のトロカー
ルを用いても問題なく使用できる。
　装着プレート２２は、前記プレート本体２０と同様な樹脂により形成される板状部材で
、該装着プレート２２表面に、前記ボード側装着部となるスライド孔１３と係合し可動可
能で、かつ、ネジにより所望の位置で固定可能なスライド側装着部となるボルト２３を設
けて構成される。該ボルト２３によるボード１への装着手段を詳しく説明すると、装着プ
レート２２の表面に設けた貫通孔と前記スライド孔１３にボルト２３のネジ軸２３１を貫
通させ、該スライド孔１３下部に位置させた袋ナット状のボルトネジ受け２３３にネジ込
みにより挿入し、ボルトヘッド２３２を手指により回して、締め込み、あるいは緩めるこ
とで、ボード１上にプレート２を装着、固定、あるいは、可動可能に固定を解除すること
ができる。更に、ボード１とプレート２を分解することもできる。
　トルクヒンジ２４は、公知の蝶番タイプのヒンジであるため詳細な構成に付いては説明
しないが、一方をプレート本体２０の辺縁、他方を装着プレート２２の辺縁に取付け、双
方を接続してなり、蝶番により該プレート本体２０と装着プレート２２で形成する角度を
自在に設定可能で、かつ、設定位置で固定しておくことができるものである。また、収納
のさいには、完全に倒してしまうとボード１とプレート２は平行状態となり嵩張ることが
ない。
【００１８】
　前記構成のボード１と、プレート２によると、ボード１のスライド孔１３に装着プレー
ト２２のボルト２３のネジ軸２３１が係合して摺動することにより、該スライド孔１３の
範囲でスライド（ａ）させ自在な位置にプレート２を設定することができ、また、ボルト
２３の締込みにより固定することができる。更に、右手操作用、左手操作用が分離してい
ることで、プレート２の間隔も自在に設定することができる。
　また、前記同様スライド孔１３に前記ボルトのネジ軸２３１が係合することで、該ネジ
軸２３１を支点にボード１上をプレート２が回動（ｂ）することができ、ボード１に対す
るプレート２の角度を自在に設定することができ、また、ボルト２３の締込みにより固定
することができる。更に、プレート２が分離していることにより２つのプレート２の相対
角度も自在に設定することができる。
　更に、プレート２のプレート本体２１と装着プレート２２がトルクヒンジ２４により接
続されていることで、該プレート本外２１と装着プレート２２の角度を自在に折り曲げ（
ｃ）て設定、また、固定することができ、ボード１に対するプレート本体２１の深さ方向
への角度を自在に設定することができる。
　以上のように、ボード１に対するプレート２の位置設定が自在にできることで、実際の
手術に即したアプローチでのトレーニングが可能となる。
【００１９】
　図３は、本例のカメラ台の一例を示す模式図で、Ａが正面図、Ｂが側面図を示す。
　本例のカメラ台３は、カメラ本体４０と、カメラ保持のための固定軸４１及び固定球４
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２より構成される、パソコン等に取り付けて使用されるＷｅｂカメラ４への使用を想定し
て形成されており、使用するカメラにより変更されても良く、本例に特定されるものでは
ない。
　本例のＷｅｂカメラ４（以下、単にカメラ）用のカメラ台３は、カメラ台本体３０と、
締付けボルト３２と、脚３３より構成され、カメラ台本体３０の正面側には、カメラ４を
取り付け（取り外し）るため、巾方向に拡縮が可能で、入り口部（図面実線）よりも内部
（図面破線）が僅かに大きく形成された縦長の取り付け溝３１が設けられており、該取り
付け溝３１にカメラ４を設置して、側面に設ける締付けボルト３２を締付けることにより
、カメラ４の固定軸４１や固定球４２が溝内で挟持され、保持固定され、ボルト３２の締
付を解除することより固定を緩めて、カメラ４の取り付け溝３１内での可動を許容し、更
には、カメラの取り外しが可能な構成となっている。
　また、正面側は、取り付け溝３１へのカメラ４の取り付け位置により、ボード１に対す
るカメラレンズの角度（撮影位置）が変わるように（上部では浅い角度を形成しボード遠
位を映し、下部では深い角度を形成しボード近位を映す）下方がせり出した円弧形状とし
て形成されている。
　そして、本カメラ台３をボード１上に装着するさいは、特に固定することはなく、カメ
ラ台３の前方側を、ボード１の２つスライド溝１３の間など、２つのプレートの間に載置
するのみで、後方部は、カメラ台３にボード１と同じ高さに設定された脚３３を設けるこ
とにより、安定して平行に設置することができる。
【００２０】
　上記の構成のカメラ台３の取り付け溝３１と、カメラ４の固定軸４１、固定球４２によ
ると、カメラ台３の取り付け溝３１の範囲でカメラ４をスライドさせて自在な位置に設定
することが可能で、また、固定軸４１を支点としてカメラ４を回動させて自在な角度に設
定することも可能となる。また、カメラ台本体３０の正面側を円弧状としたことにより、
取り付け溝３１内へのカメラ４の取り付け位置により、カメラの傾斜角度が変わり、カメ
ラが撮影するボード１上の遠近位置が変わって、ボード近位から遠位までの範囲をカバー
することができる。更に、カメラ台３をボード１上に固定しないことから、所望の位置、
角度に自由に載置することができる。
　以上の作用により、カメラ４による撮影可能な範囲が広範囲に及ぶことから、試料を配
置することのできるボード上の範囲を広く設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施の形態の内視鏡下外科手術トレーニング器具の全体構成図。
【図２】前記器具のボードとプレートの装着部を示す拡大図。
【図３】前記器具のプレートの可動状態を示す側面図。
【図４】前記器具のカメラ台を示す模式図。
【符号の説明】
【００２２】
　１．　　ボード
　１１．　ボード本体
　１２．　コルクボード
　１３．　スライド孔（ボード側装着部）
　２．　　プレート
　２０．　プレート本体
　２１．　弾性ポート
　２１１．トロカール挿入口
　２２．　装着プレート（プレート側装着部）
　２３．　ボルト
　２３１．ボルトネジ軸
　２３２．ボルトヘッド（締付けツマミ）
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　２３３．ボルトネジ受け
　２４．　トルクヒンジ
　３．　　カメラ台
　３０．　カメラ台本体
　３１．　取り付け溝
　３２．　締付けボルト
　３３．　脚
　４．　　Ｗｅｂカメラ
　４０．　カメラ本体
　４１．　固定軸
　４２．　固定球
　５．　　トロカール

【図１】 【図２】
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